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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 11,333 23.7 2,104 22.6 2,113 21.7 1,211 22.2
21年3月期第2四半期 9,165 ― 1,717 ― 1,736 ― 991 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 4,715.60 4,714.26
21年3月期第2四半期 3,866.64 3,857.84

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 13,260 10,526 79.4 40,948.17
21年3月期 12,929 9,738 75.2 37,912.37

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  10,526百万円 21年3月期  9,729百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 1,700.00 1,700.00
22年3月期 ― 850.00

22年3月期 
（予想）

― 850.00 1,700.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,482 17.3 4,512 15.3 4,555 14.3 2,583 14.3 10,057.59



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

当資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により、上記予想値と異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 259,840株 21年3月期  259,400株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  2,779株 21年3月期  2,779株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 256,982株 21年3月期第2四半期 256,421株



（１）経営成績に関する分析  

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、世界的な金融危機を背景に企業業績や雇用情勢の悪化といった景気

停滞局面の中、個人消費が低迷する厳しい状況で推移いたしました。当社サービスの対象である外食産業におきま

しては、社団法人日本フードサービス協会の外食産業データによれば、全業態トータルの売上高は景気や天候不順

の影響を受け６月以降前年を下回って推移し、９月には前年同期比98.5％と、厳しい経営環境が続いております。 

このように、飲食店にとってより効果的な販促が必要とされる環境の下、当社は“飲食店のサポーター”並び

に“食のトータルサイト”という視点から、サイトの価値を高めるための活動、及び基盤事業の拡大並びに関連事

業の推進について、以下のとおり取り組んでまいりました。 

  

 ①当社サイトの価値を高めるための活動 

当社サイトの価値を高めるためには、PC・モバイル分野において機能強化や利便性向上によりメディアパワーを

向上させることが重要だと考えております。具体的な施策として、PCについては４月に「ぐるなび」エリア版及び

都道府県版の情報を整理し、利便性を意識したデザインにリニューアルした他、「ぐるなび」HOMEに「人気急上昇

ランキング」や「今日の12星座占い」を掲載し、エンターテイメント性を高めることでユーザーの利用頻度の向上

を図りました。 

モバイルについては、４月よりiPhone/iPod touch 向けアプリケーション・Webサイトの提供を開始、９月には

NTTドコモに続きソフトバンクモバイルに対応した「ぐるなびウィジェット」の提供を開始する等、機能強化に取り

組んでおります。 

  

 ②基盤事業の拡大 

基盤事業については、顧客満足度の向上を最重要課題として、総加盟店舗数の増加及び単価の向上を図りまし

た。具体的には、営業本部の人員を増強するとともに、飲食店との絆をより強固なものにすべく、営業チームと巡

回スタッフ、コールセンター、ぐるなび通信、ぐるなび大学による多面的なサポート体制を強化しております。４

月と９月には、恒例のGONミーティング（戦略共有会議）を全国13ヶ所で開催し、ぐるなびを活用した販促の成功事

例や忘年会に向けた販促対策を加盟店と共有いたしました。また、「スーパーらくらく幹事さん」、「らくらく求

人」、「ぐるなびタッチ」等のインターネット販促ツールをセットにした基本プラン「スタートプラン」の販売に

も注力しております。 

飲食店のリピーター促進のためのサービス「ぐるなびタッチ」では、ハンディタイプを導入し、店内でのタッチ

販促を強化しております。「ぐるなびPRO for 飲食店」では、モバイル版を開始し、モバイルからもコンテンツ管

理ができるようになりました。モールやチェーン店の強化策としては、エリア版及び都道府県版に「おでかけスポ

ット・チェーン店検索」を設け、ユーザーの誘導を図っております。 

BtoB事業については、食品メーカーの販売促進、携帯キャリアのキャンペーン、自治体による食材のキャンペー

ンといったプロモーションにより、企業や自治体、産地等と飲食店を結ぶネットワークの構築を進めております。

当社の保有する飲食店のネットワークや地産他消（地域の農産物を都市部で消費すること）への取組みが認めら

れ、農林水産省の補助事業である仮設型直売システム普及事業「マルシェ・ジャポン・プロジェクト」の全国事務

局として採択されました。「マルシェ・ジャポン」を通して、農産物の販売機会創出を後方支援してまいります。

また、経済産業省中小企業庁の地域産品販路拡大のための販売スペース設置事業「SOCO COCO（ソコココ）」を受託

し、運営しております。 

このような取組みにより、平成21年９月末現在、加盟店舗数は49,150店となり、加盟店舗数のうち、販促正会員

店舗数（販促パックサービスを利用している加盟店舗数）は15,102店、ビギナー会員店舗数は34,048店となり、基

盤事業の売上高は10,860百万円（前年同期比23.2％増）となりました。 

  

③関連事業の推進 

関連事業については、「ぐるなび食市場」では、業務用商品や訳あり商品の販売を拡充するとともに、オリジナ

ルブランド「ぐるなび印」の新商品を拡充いたしました。「ぐるなびデリバリー」では、前期行ったPC版・モバイ

ル版リニューアルや掲載店舗数の増加により注文件数が増加しております。「ぐるなびトラベル」では、６月にサ

イトを大幅リニューアルいたしました。東京メトロと共同運営の東京おでかけサイト「Let's Enjoy TOKYO」では、

季節感のある特集コンテンツを拡充し、メディアパワーの増大を図りました。 

 子会社のジョイジョイ㈱が結婚式会場情報を提供する「ぐるなびWedding」では、４月に「オフィシャル携帯サイ

トサービス」開始、７月に「コンシェルジュサービス」開始、８月にブログ・Q&A情報の集約やフォトギャラリー新

設等のリニューアルを行いました。海外事業については、ぐるなび上海社が運営する中国サイトは、上海版、北京

版に加え、主要８都市にてサービスを開始しメディアパワーの向上を図っております。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報



このような取組みにより、関連事業の売上高は473百万円（前年同期比34.8％増）となりました。 

  

一方、社会的な取組みについては、「ぐるなび環境宣言」に基づいた新たな試みとして、「ぐるなびタッチ」を

活用した助成金プログラム「タッチでエコ！」を４月より開始いたしました。また、「ぐるなび食市場」におい

て、エコポイント交換対象となる地域産品を紹介しております。シェフに向けては、国内最大規模のシェフイベン

ト「ぐるなびシェフフェスティバル2009」を６月に開催し、恒例の「ぐるなびシェフBEST OF MENU 」決勝審査会等

を実施、シェフの社会的地位向上を目指して活躍と発展の場を創出しております。地産他消の取り組みとしては、

地域活性化サービスをまとめたポータルサイト「地産他消ナビ」を開設いたしました。ふる里の食情報紹介やアン

テナショップ紹介等を通じて都心での国内農産物の消費を拡大し、食料自給率向上や産地の活性化を図ってまいり

ます。 

  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は順調に推移し、11,333百万円（前年同期比23.7％増）となり

ました。利益面では、営業利益は2,104百万円（前年同期比22.6％増）、経常利益は2,113百万円（前年同期比

21.7％増）、四半期純利益は1,211百万円（前年同期比22.2％増）となりました。 

  

事業の区分別売上高は、次のとおりです。 

  

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

  

（1）財政状態 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に事業拡大に伴う売掛金が増加したことにより、前連結会計年度

末と比べ331百万円増加し、13,260百万円となりました。負債は、主に未払法人税等や未払金が減少したことによ

り、456百万円減少し、2,734百万円となりました。純資産は、主に利益剰余金が775百万円増加したことにより、

10,526百万円となりました。 

  

（2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ119百万円増加し、4,781百万円（前年同期比34.8％増）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は1,362百万円（前年同期比200.6％増）となりました。これは主に、法人税等の支

払額1,093百万円及び売上債権の増加額226百万円、未払金の減少額196百万円があったものの、税金等調整前四半

区分  

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

    至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

    至 平成21年９月30日） 

金額（千円）  構成比（％） 金額（千円）  構成比（％） 

基盤事業 

飲食店販促サービス 

  販促パックサービス  6,654,072  72.6  8,110,418  71.6

  継続型サービス  1,490,079  16.3  1,691,940  14.9

  スポット型サービス  324,162  3.5  349,357  3.1

   小計  8,468,314  92.4  10,151,716  89.6

プロモーション  345,737  3.8  708,486  6.3

  小計  8,814,051  96.2  10,860,202  95.9

関連事業  351,338  3.8  473,730  4.1

合計  9,165,389  100.0  11,333,933  100.0

２．連結財政状態に関する定性的情報



期純利益2,059百万円及び減価償却費663百万円、仕入債務の増加額181百万円があったことによるものでありま

す。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は799百万円（前年同期比23.8％減）となりました。これは主に、ソフトウェアの

取得による支出636百万円、有形固定資産の取得による支出108百万円、子会社出資金の取得による支出30百万円に

よるものであります。 

   

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は445百万円（前年同期比147.1％増）となりました。これは主に、配当金の支払額

432百万円があったことによるものであります。  

  

平成21年５月８日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。  

  

該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

ａ．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

ｂ．繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境に著しい変化が生じ

ておらず、かつ、一時差異等の発生状況に大幅な変動がないと認められるので、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

ａ．税金費用の計算 

税金費用については、一部の連結会社において当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引 

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積 

実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,831,231 4,711,766

受取手形及び売掛金 3,358,791 3,131,993

仕掛品 11,262 15,096

未収入金 853,701 805,700

その他 457,932 466,107

貸倒引当金 △454,862 △420,722

流動資産合計 9,058,057 8,709,941

固定資産   

有形固定資産 660,666 653,584

無形固定資産   

のれん 97,853 89,193

ソフトウエア 2,189,227 2,195,350

その他 98,980 126,775

無形固定資産合計 2,386,061 2,411,319

投資その他の資産 1,155,683 1,154,388

固定資産合計 4,202,411 4,219,293

資産合計 13,260,468 12,929,234

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 299,863 118,388

未払法人税等 883,693 1,130,415

ポイント引当金 27,314 23,145

未払金 822,274 1,128,564

その他 489,588 567,731

流動負債合計 2,522,734 2,968,246

固定負債   

負ののれん 91,778 107,074

その他 119,779 115,781

固定負債合計 211,558 222,856

負債合計 2,734,292 3,191,102



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,334,300 2,329,350

資本剰余金 2,884,780 2,879,830

利益剰余金 5,653,125 4,877,557

自己株式 △315,026 △315,026

株主資本合計 10,557,179 9,771,712

評価・換算差額等   

為替換算調整勘定 △31,002 △42,602

評価・換算差額等合計 △31,002 △42,602

少数株主持分 － 9,022

純資産合計 10,526,176 9,738,131

負債純資産合計 13,260,468 12,929,234



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 9,165,389 11,333,933

売上原価 1,589,295 2,327,824

売上総利益 7,576,093 9,006,108

販売費及び一般管理費 5,859,041 6,901,194

営業利益 1,717,052 2,104,914

営業外収益   

受取利息 5,615 2,512

負ののれん償却額 15,296 15,296

その他 692 1,989

営業外収益合計 21,604 19,797

営業外費用   

支払利息 2,114 1,083

為替差損 － 10,043

その他 196 －

営業外費用合計 2,311 11,127

経常利益 1,736,346 2,113,584

特別損失   

固定資産除却損 46,675 27,518

リース資産処分損 － 3,029

投資有価証券評価損 － 23,687

特別損失合計 46,675 54,235

税金等調整前四半期純利益 1,689,671 2,059,349

法人税等 711,664 850,323

少数株主損失（△） △13,481 △2,796

四半期純利益 991,487 1,211,823



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,689,671 2,059,349

減価償却費 479,662 663,924

貸倒引当金の増減額（△は減少） 56,797 34,139

売上債権の増減額（△は増加） △323,811 △226,495

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,806 3,833

未収入金の増減額（△は増加） △73,447 △48,015

仕入債務の増減額（△は減少） △964 181,474

未払金の増減額（△は減少） △375,367 △196,303

その他 △95,223 △17,036

小計 1,365,122 2,454,869

利息及び配当金の受取額 5,667 2,526

利息の支払額 △2,114 △1,083

法人税等の支払額 △915,348 △1,093,467

営業活動によるキャッシュ・フロー 453,326 1,362,845

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △110,644 △108,312

ソフトウエアの取得による支出 △666,215 △636,389

投資有価証券の取得による支出 △20,000 －

子会社出資金の取得による支出 △67,470 △30,000

敷金及び保証金の差入による支出 △186,167 △15,991

その他 789 △8,824

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,049,707 △799,518

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 103,950 －

配当金の支払額 △278,551 △432,513

その他 △5,702 △13,028

財務活動によるキャッシュ・フロー △180,303 △445,541

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,983 1,679

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △774,700 119,465

現金及び現金同等物の期首残高 4,321,956 4,661,766

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,547,255 4,781,231



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）  

当連結グループは、飲食店販促支援事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はあ

りません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

当連結グループは、飲食店販促支援事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はあ

りません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）  

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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